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第2144回 Vo146-No.34 2023/5/12(金)12:30～ 13:30(晴 )

司会SAA 高部守弘君
点鐘 会長 山地峰春君
国歌斉唱「君が代」
ロータリーソング 「奉仕の理想」

ソングリーダー 佐藤隆是君

出席報告 竹山定志君

(免除者 16名 )(事前MU l名 )

会長挨拶 山地峰春会長
皆様こんにちは、GWはいかがお過ごしで
したでしょうか。今年度の浜松まつりでは松

潤効果もあり3日 間の合計来客数が255万 5

千人と2004年以降の最高であったとの発表が
あり、大変な盛り上がりだったと感じました。

何より、休み明けに皆様と元気にお会いでき
ますことに感謝申し上げます。本日は坂田ガバナー補佐訪
問日となっております。又青木会長エレクトによる、次年
度への地区研修・協議会の報告プログラムとなっております。
青木会長エレクトにバ トンを渡す準備も順調に進んでおり、

今年度も一月半となりましたが、私の心の内で少しお話し
したいことがございます。

本年度の活動も残すところあと僅かですが、ここまで、「絆
を深めて、ロータリー活動を再開しよう」との地区運営方
針のもと、浅原ガバナーが言われた、「ロータリーの活動
の原点である奉仕を通じて、クラプの活性化を図ると共に

地域社会に貢献し、多くの会員が参加することで奉仕の喜
びを分かち合う。成果はそれだけにとどまることなく、よ

り大きなインパクトをもたらし、参加者の基盤を広げ、ロ
ータリーのプランド価値を高めます。それは確実に新たな

会員発掘に繋がります。」とのお言葉のもと活動を推進し
てまいりました。
しかし今、私には少し気にあることがあります。それは
RIジェニファー・ジョーンズ会長の言葉です。様々な例を

出して「大切なのは会員にとっての居心地の良さと配慮です。」
ロータリーでの参加型の奉仕は、人間成長、リーダーシッ
プ開発、生涯にわたる友情、目的意識と熱意を生み出します。

会員に奉仕できなければ、地域社会への奉仕もできません。
会員にとって心地よい場所とし、会員への配慮がなければ、
ロータリーの力を本当の意味で理解してもらうことはでき
ないでしょう。これが私たちの責任です。と、このように
おっしゃられています。私にとって居心地の良さとは何だ
ろう ?新会員の頃、ゴルフの同好会で先輩に仲良くしてい

ただいたこと、親睦例会や、夫婦で参加した、水窪バス親

睦旅行のことを思い出します。次に、自分もかかわった南

米系学校への支援活動や、カンボジアヘの自転車贈呈事業
に参加したことは、知識の浅かった自分に強い刺激を与え
てくれました。皆様もそれぞれに、価値観があると思いま

す。ロータリーは生涯の友を作ることが出来ますが、それ
は親陸だけでなく、奉仕だけでもなく、「奉仕の理念」を

もつ仲間が共に活動する姿の中にあると思っています。今

年度の活動でそれが出来ただろうか ?居心地の良い場所だ
っただろうか ?会員の多くの方が参加できただろうか ?こ
こまでの活動で、自分にとって一番居心地のよかったのは ?

と聞かれたら、正直久しぶりのX'mas家族例会と答えます。

けれど、会長としてクラブ発展を考えれば、公共イメージ

推進への取り組みや、地域の方々や若者たちとの関わりも
重要ですので、その意味では全ての奉仕活動を大切に思い

ます。クラブ内の居心地の良さ、皆様への配慮が行き届い

たかは、私にとって大いに心を悩ませる課題として残って

おります。

次年度、青木会長エレクトは親睦を大切にしていきたい

とおっしゃっておられます。良い変化が有ることを心から

祈っています。オイスカ浜松国際高等学校インターアクト
クラブにも、新部員が入ってこられました。同校では昨年、
「環境SDGsプロジェクトチーム」が内閣府と環境省より
表彰されました。時間は止まっていません。特に若者たち
はどんどん前に進んでいきます。私たちもリーダーとして

少しずつでも前に進んでいけるよう、皆様の知恵と行動力
をお貸しいただければ幸いです。
コロナウイルスも第 5類扱いとなり、世間ではマスク無
しが40%程 との報道です。改めて言うまでもなく、マスク
等の対応は個人でのこととなります。今期もあと少しです
が、次年度に向かって楽しくロータリー活動が行えること

を祈っておりますので、今日もよろしくお願い致します。
以上ご挨拶申し上げます。

幹事報告 外山武志幹事
◎例会変更のお知らせ

○浜名湖RC(浜名湖レークサイドプラザ)
・ 5月 16日 (火)特別休会
・ 6月 20日 (火)12:∞～12:30
・ 6月 27日 (火)特別休会

◎配布物
・週報 2142・ 21慇号
・浜松をテーマにした驚きの浜松小冊子を情報の広場に
て回覧します。
・ポリオプラスソサエティの案内

ガバナー補佐訪間 坂田 茂ガバナー補佐
今年度の活動報告、総括。
ロータリーについて。米山記念奨学委員
会からも報告あり、今後の米山記念奨学生
の選考について等。
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会員数 総出席 当日出席率

48名 42名 91.4996
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委員会報告

◎北野一正 国際奉仕委員長
6月 10日 (土)3RC(浜名湖・浜松ハーモニー・
浜松西)と ムンド学生のパレーボール大会をし
ます。当クラプのチームがまだ組めていません。

知り合いの方でも良いです。参加できる方をご

紹介いただけたら嬉しいです。

◎中村俊幸 青少年奉仕委員長
オイスカ浜松国際高等学校インターアクト
クラプについての報告を致します。まず4月 よ

り新入生に対し勧誘活動を行った結果10名前
後の新入部員が入ったとのことです。また6月
には文化祭が行われますが、その中で「古着で
ワクチン」の古着回収活動を実施してくれるそ

うです。

◎渭原浩介 副幹事
ロータリー手帳の掲載項目が任意になりまし
た。皆様ご確認をよろしくお願い致します。

☆会員誕生日

斎藤昌彦君 大須賀憲生君 中村俊幸君 外山武志君

して報告とさせていただきます。

◎早川和幸会員増強委員長
基本的には数を数える会員増強ではなく一緒
になって奉仕活動をされる方を大切にする。ク

ラプを地域に開かれたクラプにするため、一

緒に奉仕活動に参加された方を入会という流れ。
増強委員長としてやるのではなくクラブ全体で。
また適正人数を考慮してターゲットを絞る。

◎河島将矩 ロータリー財団委員長

第一に皆様方には特にベネファクター、準
フェロー、ポールハリスフェロー等への任意
的な寄付への絶大なご協力をお願い致します。

第二には、日標達成まであと一歩と迫ったポリオプラスにつ

いて。第三には、地区及びグローバル補助金についてです。

◎山本英明 地区奉仕委員
次期地区社会奉仕委員長 神谷氏より方針説

明グループ合同奉仕事業の説明、ロータリーア
ットワーク、奉仕カレンダー、災害発生時のボ

ランティア対応について

次期地区国際奉仕委員長 望月氏より方針説明
国際奉仕の窓日となります、地区の対応の説明
グローバル補助金の活用事例紹介

◎中村俊幸 青少年奉仕委員長
インターアクトクラプの年次計画の発表
7月 2日 連絡協議会
8月 5日 インターアクトクラプの年次大会
11月 12日 指導者講習会
※山地会長よリオイスカ浜松国際高等学校インターアクトク
ラプの設立経緯の説明がありました。

◎渡邊記余子 職業奉仕委員長

(代読 土屋 健 副委員長)
RLI研修についての説明。ロータリーの仕組
みの見直し、RCの活性化を目指し、リーダ
ーシップ能力を養う。

職業奉仕については、ロータリーの基本理

念奉仕の理想の気持ちを持って活動していた
だきたい。

◎初心者研修を終えての感想 北角秀和君
まず最初のムービーを見て、国際的である、
みんなが笑顔である、歴史があることを感じ

ました。また沢山のメンバーが真剣に研修さ
れており素晴らしいと感じました。

(※紙面の都合上一部のみの掲載とさせていただきました。)

☆配偶者誕生日

鈴木員理子さん

半場  豊さん
瀧本みよしさん
三浦由紀夫さん

(正  史君)
(圭伊子君)

(典 彦君)
(彩 鈴君)

☆結婚記念日

瀧本 典彦君・みよし様
西川 和宏君・咲 枝様
竹村 公志君・佐知子様
三浦 彩鈴君・由紀夫様

ご夫妻
ご夫妻
ご夫妻
ご夫妻

本日のプログラム

担 当 青木元男会長エレクト
タイトル 地区研修・協議会報告
◎青木元男会長エレクト
4月る日地区研修・協議会が開催されました。
日曜日でお休みのところ4時間程のZ00M開
催でございました。14名 の皆様には貴重な時
間に参加していただきまして大変ありがとう
ございました。感謝申し上げます。それでは私から報告さ
せていただきます。2023～24年国際ロータリー会長は、ゴ
ードンR・ マッキナリーさんでございます。スコットランド
の歯科医師だそうです。次年度RI会長は、私たちの最も重
要な仕事は今までの様々なロータリー活動の継続的な取り
組みをサポートすることにあります。その一つは「ポリオ
の根絶」であり、また「さらなる平和」であると明言され
ました。そして2023～24年度のテーマは「世界に希望を生
な出そう」と発表されました。 (中略)そ して2620地区ガ
バナーである中村皇積さんも「継続」が重要であると呼び
かけております。これまでのリーダーのアイデアや取り組
みを前進させ、社会の変化に合わせ、ニーズに応え持続可
能な良い変化を生むために人々が手を取り合って行動する

世界を目指すと宣言しております。皆様のご協力をお願い

7月度プログラム予定内容 委員長 坂本 修~ 蘭委員長 中村俊幸
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月 日 曜 日 例会数 担当委員会 担当者 容

7 金 2151  クラプ協議会 青 木 元 男 クラブ協議会

14 金 特別休会

21 金 2152 親睦 1鈴
木 倫 子 夜間例会 (暑気払い)

金

7

28 2153 クラブ協議会 青 木 元 男 ガバナー補佐訪問 ガバナー方針伝達
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